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研究成果の概要（和文）：高齢者の転倒に対する恐怖感（転倒恐怖感）は、姿勢制御に割り当て

られる注意資源の減少を招いていた。この結果から、転倒恐怖感を有する高齢者は、日常生活

において十分な注意資源を姿勢制御に向けることが出来なくなり転倒を生じている可能性が示

唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：Fear of falling induced the decline of attentional resource 
available for postural control. This indicates that older adults with fear of falling 
may not allocate adequate attentional resource to postural control, and it may predispose 
them to falls.  
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１．研究開始当初の背景 
 高齢者の転倒予防は、高齢者の、健康で活力

のある生活を実現するために重要である。平成

19 年国民生活基礎調査によれば、転倒・骨折

は介護が必要となった原因の 9.3%を占め、転倒

に起因する要介護者数は増加傾向を示してい

る 1)。転倒は、骨折や外傷による身体機能低下、

不活動、寝たきりへと連なる一連の悪循環の起

点であり、高齢者が要介護状態となる主要因の

一つである。また、転倒による精神的な影響も高

齢者の健康に重大な影響を及ぼす。高齢者の

中には、転倒により心に強い恐怖感を植えつけ

られ、過度の身体活動量の減少を起こすことが

ある。この精神的な変化は Tinetti らによって転
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倒恐怖感と名づけられ、高齢者の生活の質を損

なうものとして紹介されている 2)。これらのことから、

転倒予防は超高齢社会となった日本の喫緊の

課題であり、保健・医療の分野において積極的

に取り組むべき課題だと考えられる。 

 転倒予防を効果的かつ効率的に行うには、対

象となる高齢者のリスク要因の把握が最も重要

である。近年、欧米を中心に高齢者の転倒リスク

に関する研究が行われ、そのリスク要因は高齢

者の属性に依存していることが示唆されている

3)4)。つまり、効果的に転倒予防を実施するには、

対象となる高齢者の属性を把握し評価を行った

上で介入を行わなければならない。しかし、現在

までの介入研究では、原因の解明、個別の介入

といった手続きを踏まずにの介入（例えば運動

など）を行っていることが多い。このような方法で

は、転倒予防効果が十分に得られるかは疑わし

く、ネガティブな結果を招く可能性も少なくない。 

 最適な転倒予防を実現するには，従来の運動

介入などに加えて、個別の評価を行った上での

個別要因への重点的な介入が不可欠である。

高齢者の転倒要因として、服薬状況、認知機能

低下、運動機能低下、転倒暦などが報告されて

いる 3)4)。これらの転倒要因の結果から、高齢者

の転倒は、感染症のように、あるウィルスに暴露

されたために生じるというような直線的な事象で

はなく、これまでの生活習慣の集積の結果として

生じた階層的な事象であることが強く推測される。

現在、中高年を対象にメタボリックシンドローム

の解消を目的とした特定健康保健指導が保健

師を中心に行われているが、転倒の予防はこの

特定健康保健指導の高齢者版といっても過言

ではなく、その改善にはメタボリックシンドローム

の解消同様、生活全般、具体的には食生活や

健康に対する考え方（健康観）の大きな見直し

が必要だと考えられる。 

２．研究の目的 

 本年度の研究目的は転倒恐怖感から転倒を

生じるメカニズムを、脳機能の一つである注意資

源の関係性から明らかにすることである。 

 転倒恐怖感が注意資源に及ぼす影響を明ら

かにするため、二重課題法（二つのことを同時に

行い、その際の各課題の成績や変化をから注意

資源の割当て方などの検討する方法）を用いて

検討を行った 5)。高齢者の転倒の多くは歩行中

に生じていることから、二重課題法には歩行に

課題を付加することとした。また、付加する課題

には、これまでの研究で一定の成果が得られて

いる運動課題と認知課題の二つを採用した。 

 

３．研究の方法 

 地域在住高齢者 117 名（男/女：51/66，年齢：

73.7±4.0，）を対象とした。参加者には、歩行測

定を行う前に転倒恐怖感に関する質問を口頭

で行い、転倒恐怖群（32 名）と非転倒恐怖群（85

名）の 2 群に分類した。参加者には研究の説明

を行ったうえで同意を得た。本研究は神戸学院

大学ヒトを対象とする研究等倫理委員会におい

て承認されている（HEB100806-1）。 

 歩行分析装置には MicroStone 社製の 3 軸加

速 度 セ ン サ （ MVP-RFA3-10AC お よ び

MVP-RFA3-04AC）を用いた。1 つは歩行周期

の同定およびヒールコンタクト時の衝撃を測定す

るために踵部へ取り付けた（MVP-RFA3-10AC）。

また、もう 1 つ別の加速度センサを身体の重心

位置に近似している第 3 腰椎棘突起部に取り付

けた（MVP-RFA3-04AC）6)。加速度の測定方向

は 前 後 （ anterioposterior, AP ） と 側 方

（mediolateral, ML）の 2 方向とした。歩行路は 20

ｍの整地で、歩行解析には安定歩行となった中

間の 10ｍのデータを用いた。 

 歩行条件は、自由歩行、ゆっくり、速い、とても

速い、二重課題歩行（認知課題歩行と運動課題

歩行）の 6 条件とした。認知課題歩行の課題に

は、認知課題として広く用いられている 100 から

の逆唱を用いた。また、運動課題にはトレイ（50g、



 

 

直径 17cm、トレイの周りが 1.5cm 持ち上がったも

の）の上にボール（100g、直径 7cm）を載せる課

題を用いた。 

 得られた加速度データから、van Iersel の方法

にしたがって各方向の体幹動揺を求め、自由歩

行、認知課題歩行、運動課題歩行、認知課題

歩行と自由歩行の差分、運動課題歩行と自由

歩行 4 つの条件について、転倒恐怖感の影響

について検討を行った 7)。 

 統計解析には、調整変数に年齢、性別、転倒

歴を投入した unpaired t 検定を用いた。上記の

4 つの条件の体幹動揺に関して、転倒恐怖感群

と非転倒恐怖感群の 2 群間比較を行った。統計

学的有意水準は 5％未満とした。 

 

４．研究成果 

 平成22年度は共同研究者とともに転倒要因に

関する文献検討を行い、転倒リスクの高い高齢

者を抽出するための運動機能検査（歩行分析な

ど）や質問紙調査の作成を行った。続く平成 23

年は、これらの検査項目の有用性を検討するた

めに地域在受高齢者対象とした横断研究を行

い、メタボリックシンドロームのリスク要因を多く有

する高齢者は転倒に結びつきやすい歩容変化

を生じている可能性のあることを示した。この検

討の際に、転倒恐怖感と転倒の発生に一定の

関連性を示すような予備的データが得られた。

このことから、より効果的な転倒予防のためには、

転倒の発生に影響を及ぼす要因の詳細な検討

が必要であると考え、24 年度は転倒恐怖感に関

して焦点をあてて検討を行った。転倒との関連

が深い注意機能と転倒恐怖の関係を、二重課

題法による歩行分析によって検討を行った 8)。 

 方法は上述の研究の方法の項目に示すとおり

である。この研究の結果から、転倒恐怖感を有

する高齢者は、認知課題を用いた二重課題歩

行において、自由歩行を基準とした時の体幹の

側方動揺の変化量が有意に大きくなっているこ

とが示された（表 1）。 

表 1 転倒恐怖高齢者と非転倒高齢者の二重課題歩行における歩行指標の比較 

歩行指標 
転恐怖高齢者

(n=85) 

非転倒恐怖高齢者 

(n=32) 

歩行速度 (m/s) 

    自由歩行  1.42 ± 0.20 1.35 ± 0.17 

    認知課題歩行 1.27 ± 0.25 1.16 ± 0.24* 

    運動課題歩行 1.30 ± 0.23 1.26 ± 0.25 

    認知課題歩行-自由歩行 -0.14 ± 0.15 -0.20 ± 0.20 

    運動課題歩行-自由歩行 -0.12 ± 0.17 -0.13 ± 0.19 

Stride time variability (%) 

    自由歩行  2.01 ± 1.09 2.56 ± 1.12* 

    認知課題歩行 3.70 ± 2.57 4.33 ± 4.51 

    運動課題歩行 2.79 ± 1.51 3.15 ± 1.73 

    認知課題歩行-自由歩行 1.69 ± 2.79 1.77 ± 4.76 

    運動課題歩行-自由歩行 0.78 ± 1.61 0.59 ± 2.21 

標準化 RMS in the ML direction (%) 

    自由歩行  102.7 ± 24.4 102.3 ± 25.2 

    認知課題歩行 109.4 ± 25.6 119.0 ± 29.3 

    運動課題歩行 92.2 ± 19.8 96.3 ± 26.0 

    認知課題歩行-自由歩行 6.7 ± 19.3 16.6 ± 23.0* 

    運動課題歩行-自由歩行 -10.4 ± 16.0 -6.0 ± 18.7 

標準化 RMS in the AP direction (%) 

    自由歩行  103.3 ± 14.2 104.0 ± 14.5 

    認知課題歩行 112.7 ± 20.2 120.7 ± 27.9 

    運動課題歩行 91.1 ± 14.9 93.4 ± 16.4 

    認知課題歩行-自由歩行 9.4 ± 16.6 16.8 ± 26.7 

    運動課題歩行-自由歩行 -12.21 ± 10.6 -10.6 ± 13.4 

mean ± standard deviation, RMS: root-mean-square, ML: 側方, AP: 前

後,*: p < 0.05 

 一方、運動課題を用いた歩行では、全ての条

件において有意な変化は認められなかった。自

由歩行を基準とした変化量は、注意機能の容量



 

 

と強く関連する指標であることが報告されている

9)。このことより、転倒恐怖感は歩行中の姿勢制

御に向けられる注意資源を減少させる要因であ

ることが示唆され、転倒恐怖感を有する高齢者

は、注意資源の減少の結果、転倒リスクの高い

状況に陥っている可能性の高いことが示された。

一方、運動課題の二重課題歩行で体幹の動揺

に変化が見られなかったことは、運動課題と認

知課題における注意資源の割当てが異なること

を示唆しており、転倒リスクの高い高齢者を抽出

するために二重課題法を用いた歩行分析を行う

には、付加する課題の質やその影響について

十分に注意を払わなければならないと考えられ

た。 

 高齢者の転倒は多要因であり、その

要因の探索・検討は極めて重要である。本研究

では、転倒発生のメカニズに関して一定の成果

が得られた（転倒恐怖感を起因とした転倒のメカ

ニズム）。今後も引き続き、医療の発展や生活の

変化に伴う転倒要因の変化について慎重な検

討をすることが必要である。 
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